
 

 

 

 

 

港区立高輪台小学校 
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○た くましく ○か しこく ○な かよく ○わ くわくする ○だ れにとっても ○い ごこちのよい 小学校 

  

新年を迎えて 

校長 森 勇人 

 

 新年明けましておめでとうございます。今年度もあと３か月となりましたが、どうぞよろしくお願いい

たします。本日、元気に登校する子どもの顔を見ると、どの子も久しぶりに先生や友達に会える喜びや、

３学期への期待にあふれているようで安心しました。私自身も３学期、そして今年の抱負を明確にもち、

次の 100 周年へとつなげていけるよう、気持ちを新たにしました。 

さて、現代は「予測が困難な時代」とよく聞きます。これは、社会情勢、市場の動向、テクノロジーの

進化、価値観等が複雑に絡み合い、10 年先や５年先でさえ、どう変化しているか予測が困難な状況である

ことを示しています。そのような中でも、学校においては、「教育の不易と流行」を見極めつつ、適切に教

育活動を行っていく必要があると感じています。ここでいう「不易」とは、これからの時代においても変

わることのないもの、例えば、教育の理念、目的、目標などを指します。一方、「流行」とは、社会や時代

の流行を取り入れることであり、「不易」を実現するためにも取り入れる必要があります。 

また、「持続可能」という言葉もよく聞きます。「何が持続可能なのか」の「何が」に当たる事柄につい

ては、様々な見方があります。先ほどの教育の不易と流行を絡めて考えてみると、「教育的意義（不易）を

見失わず、状況（流行）に応じた教育活動を選択し

ていく」ことが持続可能な取組だと考えます。 

これに、９月の学校だよりでも取り上げたウェ

ルビーイングを取り入れることも必要不可欠で

す。この流れを、右の図のように表してみました。

「子ども・学校の実態や変容」「保護者・地域の思

い」「働き方改革・価値観の多様化」といった学校

を取り巻く状況を、教育の不易と流行というフィ

ルタにかけ、持続可能な取組の創造につなげます。

そこにウェルビーイングの確保を図ることで、各

教育活動の活性化を行う。そして、これを循環させ

ることによってよりよい学校教育につなげていく

といった流れです。新しい年、刻一刻と変化してい

く教育現場の状況に応じて、子どもたちの成長に

最適な教育活動が展開できるよう、高輪台小学校

は、全教職員一丸となって取り組んでまいります。 

改めまして、今年もよろしくお願いいたします。 
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お知らせ 

休業日（土・日及び祝日）・学校閉庁期間中の

忘れ物等を理由とする来校の禁止について  
本校では休業日（教職員の勤務日以外）に、忘

れ物等を取りに来るために来校することを禁止し

ています。往復の安全確保や学校施設のセキュリ

ティ強化のためにも、ご理解・ご協力をお願いい

たします。   

但し、休業日以外（年末年始・学校閉庁期間中

を除く長期休業期間中を含む）の平日は午後４時

４０分、土曜授業日の、午前１１時５５分までの

教員の勤務日・勤務時間内であれば、止むを得な

い場合に限り、保護者の同伴のもとで認めていま

す。   

※教員の勤務日時以外は、開放区域以外の校舎内

への立ち入りができません。 

（土曜日・日曜日、祝日で放課ＧＯ→の運営日や

学校施設（体育館）利用登録団体の活動日・活動

時間帯、校庭の遊び場開放事業の実施日について

は、警備員と施設開放受付業務従事者（受付）が

配置されていますが、放課ＧＯ→運営施設及び登

録団体利用施設・開放区域以外の学校施設の管

理・警備を業務としていないため、校舎内の立ち

入りを許可する立場にないからです。）ご承知お

きください。  

1 月の目標 
                      

 

生活指導部  
新しい年を迎え、「新年明けましておめでとう

ございます。」「今年もどうぞよろしくお願いい

たします。」などと、挨拶を交わしたことでしょ

う。挨拶をすると、とても良い気分になります。

学校でも、積極的に挨拶をすることの大事さを伝

えたり、朝会で挨拶の大切さについて話したり、

年間を通してあいさつ運動を行ったりするなど、

すすんで気持ちの良い挨拶ができるように指導し

ています。    

また、時と場所に応じた言葉遣いや作法ができ

ることが大切です。初めて会う人、久しぶりに会

う人、年上の方、ゲストティーチャーの方など、

様々な人との出会いの中で礼儀を学べる機会にし

ていきたいです。友達とのかかわり合いでも、

「親しき仲にも礼儀あり」と言います。目上の人

に対してはもちろん、学校生活を共にする友達と

の間でも、気持ちのよい挨拶や礼儀正しい言動で

生活できるよう指導していきます。   

      泉岳寺ガイド 

６年担任 大久保 潤一 薄井 星児 井田 大夢 南出 葉子 

 １２月１１日（水）総合的な学習の時間に「泉岳寺ガイド」を

行いました。泉岳寺や赤穂義士について調べたことを、５年生や

一般の参拝客、地域・保護者の方に発表しました。 

 以下は児童の振り返りです。 

●松の廊下事件や討ち入りにつながった理由などの歴史について

知り、他学年や地域の方に分かりやすく説明することができまし

た。 

●自分たちの発表を聞いて、「なるほど。」と言ってくれる人がい

たので、パンフレットなどを準備してよかったと思いました。 

●泉岳寺の方などから伺った話を参考に、自分たちの発表ができた。多くの人にお世話になったの

で、感謝の気持ちをもって泉岳寺ガイドに取り組むことができました。 

    味覚の授業 
４年担任 小林 華恵 津本 愛実 富塚 綾美 鈴木 邦仁 

１１月の末、総合的な学習の時間として「味覚の授業」を行いました。当日は、港区内の「八芳

園」「パティスリー レザネフォール」よりシェフをお招きし、味の基本となる４味（塩味、酸味、苦

味、甘味）に加え、第５の味覚である「うまみ」について詳

しく学習しました。目の前に準備された調味料や昆布、チョ

コレートなどを一つずつ口に含み、じっくりと味わうことを

通して、素材そのものの食感や香り、色合いなど、様々な視

点から味わうことの大切さを教えていただきました。普段何

気なく食べている食事も、味覚を意識することで、より美味

しく感じるということも分かりました。食の楽しさを感じる

きっかけとなるよう、ぜひご家庭でも話題にしていただきた

いと思います。 

礼儀正しく生活しよう 



 

防災教室 

生活指導主任 内山 隼 

１２月７日に防災教室を行いました。地域や関係機関の方々にお越しいただき、防災教育をし

ていただきました。大規模災害の際の対応方法について発達段階ごとに学びました。 

 ５年生は、尾西食品さんのお話を聞いたり、消火器を使った消火体験をしたり、在宅避難や日

常の備えについて勉強したりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生は、起震車訓練と、通報訓練を行いました。地震の揺れを体験して、地震の怖さを実感してい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生はマンホールトイレの設営を見学して説明を受けたり、東日本大震災のビデオを見て

避難の仕方を考えたりしました。 

 

 

 

 

 


